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【会社概要】

■商 号 エコシステム山陽株式会社

■設 立：平成18年５月２日

■資 本 金：１億円

■工場沿革：昭和52年岡山鉱油（株）設立

ＤＯＷＡエコシステム株式会社 ＵＲＬ：http://www.dowa-eco.co.jp/

エコシステムジャパン株式会社 ＵＲＬ：http://www.ecosystem-japan.jp/
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第6回

廃棄物処理先進事例調査

第６回目となった再生処分部会の廃棄物処理先進事例調査は、平成25年７月５日に岡山県

久米郡美咲町にあるＤＯＷＡグループのエコシステム山陽株式会社（加納睦也代表取締役社

長）を訪問した。

ＤＯＷＡグループでは、微量ＰＣＢ汚染廃棄物を国内３工場（環境大臣認定施設：２工場、

県知事許可取得施設：１工場）で取り扱われており、収集運搬から処理までのトータルソリュー

ション提案が可能である。今回お邪魔した山陽工場は、国内初の県知事許可取得施設であり、

ＰＣＢ汚染された筐体類を適正・安全に効率よく無害化するための専用炉となっている。概

要は以下の通りである。

エコシステム山陽株式会社

ＵＲＬ：http://www.dowa-eco.co.jp/business/waste/incineration/ecosystem_sanyo.html

所在地：岡山県久米郡美咲町吉ヶ原1125番地

加納社長を囲んで記念撮影
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同社は鉱山・精錬事業を発祥としており、

そこで培われた技術とノウハウをベースに

廃棄物（特に処理困難物）の無害化・減容

化を得意とされる企業である。微量ＰＣＢ

の処理施設もこれまでの技術とノウハウが

凝縮された設備となっており、同社処理施

設のリスク管理と技術的な特徴をご紹介す

る。

まず、取り扱う廃棄物の特性から、処理

工程は建屋内で完結できるようになってい

る。万が一汚染物がこぼれた際も、土壌汚

染のリスクを回避するために、床材には浸

透を防ぐ特殊な材質が使用されるなど、Ｐ

ＣＢを取り扱えるのと同等の基準で施設建

設も考慮されている。

工程としては、受入れ時に物と数量の照合を確

実に行い、その後処理前保管棚へ（物流倉庫のよ

うに専用容器が保管されている）。ここから無害

化工程へ進み、まずは連続加熱炉で850℃の温度

でＰＣＢの過熱分離が実施される。ここで回収さ

れたガスは、屋外のガス燃焼炉で1,100℃の温度

でＰＣＢを高温燃焼させ、無害化が完了する。

一方、加熱炉を出た無害化後の筐体類は専用容

器の原型はとどめたまま、自動で処理後物保管棚

へ移動される。ここで熱を冷ますとともに再度無

害化確認を実施し、この検査で問題なければ鉄原

料として社外へ搬出され、有効活用されるという

工程である。

保管についてはワンウェイの専用鉄容器で行い、

内容物についてはすべて照合時のデータ管理を行

い、トレーサビリティーも徹底されている。この

トレーサビリティーの徹底もこの施設に限ったこ

塩見部会長の挨拶
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とでなく、これまでの廃棄物管理

でも実施されている。

さらに技術的な特徴としては、

バッチ式ではなく連続式の加熱炉

を採用されたことで、大規模な施

設を要せずに48ｔ／日の処理能力

を実現したそうである。この連続

式加熱炉の入り口から出口までの

所要時間は22時間で、炉内の温度

管理などもしっかりと自動制御さ

れている。（その様子もモニター

で拝見させていただいた）

これだけの設備でリスク管理も

徹底されているので、さぞかし処

理費のほうもと思うところである

が、そこは営業窓口であるエコシ

ステムジャパン株式会社に問い合わせ

いただきたい。

さて、一通り施設を拝見して思った

のは、まずこれだけの設備を大臣許可

でなく、県知事許可で実施できるとい

うのは、地元行政や住民の方々との良

好な関係がないと実現できないという

こと。そういう意味から地元との「信

頼関係」を大切にされてきたことも伺

うことができた。毎年実施されている

施設見学会などの地道な活動の積み重

加熱炉 炉口

塩見部会長の挨拶
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ねの結果でもあろう。

また、これまでに培われた技術とノウハウをうまく事業化

されてきていることにも焦点を当てたい。自社の強みが何であるかをしっかりと把握され、競合の少ない

分野にいち早く注力することで勝ち続ける代表的な事例としてとても勉強になった。

今回の施設見学は、全て建屋内からご説明をいただいた。特に保護具などの重装備も必要とせず、きれ

いな設備で快適にご案内いただいた。現在筐体類を解体できる施設の増設工事もされており、今後はさら

に取り扱える幅も広げられ、処理難物を抱える排出事業者にとってはなくてはならない企業という位置づ

けを確固たるものにされることであろう。

最後になりましたが、ご多忙の中ご丁寧に詳細なご説明をいただきましたエコシステム山陽株式会社

代表取締役社長 加納睦也様、常務取締役 寺門 洋様、また今回の日程調整や当日のご説明までいただき

ました、エコシステムジャパン株式会社の大阪営業所課長：福田晃様、大阪営業所：藤崎創様には心より

お礼申し上げます。
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建屋内から設備見学中

星山副部会長による謝辞

社長を囲んで記念撮影（後ろは加熱炉施設）


